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ªªėė人人日日ƤƤɋɋ学学ȚȚ者者のの意意見見文文ののŷŷ>>方方  

��学学ƬƬƈƈȡȡににおおDDるる作作文文学学ȚȚををȢȢƚƚにに��  

On Chinese Students’ Perceptions of Japanese Opinion Writing:  
From the Perspective of Writing in their Mother Tongue 

 
èèľľ  ĭĭĪĪ（（Takako MAEGAWA））��  

 
ȵȵƓƓ  

ƤǲǼの目的は、ªė人日Ƥɋ学Ț者が、日Ƥの意見文をどのようにŷ>ているかを明ら

かにすることである。そのため、日Ƥにǣ学Ȓʕのない大学で日Ƥɋを学aªė人学ǝに

2 つのɑƫをȯった。¡つ目は、意見文の定șを作Ũしてもらう。¯つ目は、2 つのタイ

プの意見文を示し、ªėの文ǿのǻ類に当てはめてもらい、そのǜǠを回答してもらう。

ɑƫの結果から、意見のŷ>方を 3 つのタイプに分Dることができる。これは、ȯí÷ǜ

としての意見の 3 類Ě（大ȴ 1997）に類¿している。文ǿのǻ類のäƍでは、¡方の意

見文を議論文、もう¡方を記叙文と分類する意見がĠ数であった。そのǜǠを分Ƨすると、

文ǿにŘȵなȵȍとØに表現方法（記叙�議論）に注目していることがわかった。意見文

は、ªėɋでは¡Ȧに5议论文（議論文）」とɃされるが、ƤǲǼの結果、学Ț者にとっ

て、文ǿの目的や表現方法の点でªėの議論文とɯいがあることがわかった。 

 

||������ドドʜʜ意意見見文文、、記記叙叙文文、、議議論論文文、、説説明明文文、、ªªėė人人日日ƤƤɋɋ学学ȚȚ者者      

 
Abstract 
This paper intends to clarify what Chinese students who are learning Japanese language 
(CLJ) think of Japanese opinion writing (JOW). We asked college CLJs who had never 
studied in Japan to complete two surveys. One survey queried their definition of JOW. The 
other investigated their classification of two different kinds of JOWs. The first survey found 
that their definitions of JOW can be classified into three types, similar to Onishi’s  three 
action principles of opinion. The second survey found that many students regard the two 
types of JOWs as Chinese discussion writing and Chinese descriptive writing respectively. 
Although JOW is generally translated as discussion writing in Chinese, the analysis of  CLJs’ 
judgment reveals that these two kinds of writings are different for the CLJs in terms of their 
aims and methods of expressions. Based on these results, Japanese teachers can improve 
their methods of teaching second language learners. 
 
Keywords: opinion essays, narrative essays, argumentative essays, explanatory essays, 
Chinese learners of Japanese 
 
1. ďďʑʑののŪŪęęととƤƤǲǲǼǼのの目目的的  

ªėの学ƬƈȡにおDるėɋの作文では、5記叙文」5説明文」5議論文」という文ǿの

ǻ類、5記叙」5説明」5ſß」5議論」5ůş」の文ǿ表現がěƤ的な学Țʋ目となっ

ている（ôƤ 1995）。ʖƬ�大学のÔ学ɆʕǸ目であるėɋにおいては作文のɶ点がʖ

く、Ɇʕďʑのəƌからも文ǿ表現にěTきǻ類にřIた作文のƜき分Dが出来なDれ^
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ʖŔ点がŔられないことが分かる（ú他Ȗ 2016a� ú他Ȗ 2016b）。これらの作文には、

日Ƥの意見文にǬŻ対řする文ǿのǻ類はĬęしない。しかし、ªėでの日Ƥɋƈȡにお

いては、意見文を議論文とțɃしているĜăが散見する。例>^、人ƿƈȡ出Ǖ社ǧȯの

ʖȃ学Ƭでの日ƤɋƈǸƜに¸されたªėɋでの注記や、同ƈǸƜのªėɋǕƈł用指ķ

Ɯでは、ƈǸƜƤ文にある5意見文」が、ªėɋで5议论文（議論文）」とțɃされてい

る（人��Ä出¤社åµ��±¶x��âåµ��±¶k发�n¿É 2007a� 人��Ä出
¤社åµ��±¶x��âåµ��±¶k发�n¿É 2007b）。eた、ªėėÛの日Ƥɋ

ȣëɆʕである5TX�â��O»Áß（大学日ƤɋĶƆđȌȣëɆʕ）」5TX�â�

�.»Áß（大学日ƤɋĶƆÖȌȣëɆʕ）」では、ɐʑ作文に議論文の作文がɐされて

いるが、これは意見文もしくは小論文にǭ当する（Ú�Reika 他Ȗ 2015a� Ú�Reika 他

Ȗ 2015b）。 

 

すでにèľ（2020）では、ƤǲǼのəƌを用い、3 点が明らかになった。¡つ目は意見文

を5自分の意見を述べる」文ǿととら>るÐĆがあること、¯つ目は 1 つの意見文を議論

文、1 つの意見文を記叙文とŷ>るÐĆがあるということ、£つ目は議論文や記叙文の文

ǿに対するƹǳな認ɕをƟしていることである。しかし、¡つ目の結果においては、それ

以ğの回答結果とのɯいをñ分にƯɄしていない。そして、どのような点において、議論

文もしくは記叙文とŷ>るのかeでのƯɄにはȥっていない。 
 
ƤǲǼの目的は、上記のɑƫにおいてƢƯɀにȐわったďʑを`e>、同ɑƫにおDるª

ė人日Ƥɋ学Ț者の記述Ûĳの分Ƨから、ªė人日Ƥɋ学Ț者が日Ƥの意見文をǜȼする

ʃのǰǯ点を明らかにし、それによってŒらの意見文認ɕのǗŖを示すことである。それ

を`e>て、日Ƥɋƈȡに見られる5意見文ʝ議論文」という認ɕがĨ当であるかćかを

Ưɀしたい。そして、ƤǲǼをとおし、学Ț者の認ɕƩȑfをñ分にǜȼした上での日Ƥ

ɋƈȡにおDる指ķのęり方をȜ>ていきたい。 

 
2.  ªªėėのの学学ƬƬƈƈȡȡででŬŬうう作作文文ののǻǻ類類  

2011 ņǕのªėの小�ª学Ƭの学Ț指ķȵʎ（�?�Äâ文åµ�7）には、作文では、

記叙Ŝの文ǿ（ØHq文·）、説明Ŝの文ǿ（ä明q文·）、議論Ŝの文ǿ（议论q文

·）、ř用文（iª文）を学Țすることが記述されている。このうQ5記叙Ŝ」5説明Ŝ」

5議論Ŝ」の 3 つの文ǿは、それNれ5記叙文」5説明文」5議論文」を指す	 。以下で

は、ǃ（1998）をもとに、記叙文�説明文�議論文のěƤ的なƱŚを示す。  
 
記記叙叙文文  

記叙文とは、人物の言Ȭやȯí、ɝこった出来事のȒɬを記述しſßすることによって、

そのス����のɡになる¬ʑeたは意Ėを表現しúƖする文ǿを指す。¡Ȧ的に人物�

Ƙɽ�ĜŪ�出来事のɝē�出来事のȒɬと出来事の結ƣの � つが含eれる。いわlる 6
大記叙ȵȍである。（ǃ 1998� 269） 
 
説説明明文文  

説明文とは、ある事ƪのɭǜや物事のȏµ�説明�ȼ説をÛĳとし、目的は¬として人に

ƎしいǱɕを§>ることであり、表現方法としては説明を¬とするような類の文ǿを指す。

（ǃ 1998� 326） 
                                                   
2 5記叙文」5説明文」5ř用文」はªėの�ØH文��ä明文��iª文�のǬɃである。ªėɋのǬŻ

ŋ用や分Ƨで用いるªėɋ用ɋには、日ƤɋɃを示す。țɃはすべてȂ者による。 
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議議論論文文  

議論文が指すものは、議論を文ǿの¬ȵな表現方法とし、事ıを提示しɭǜを述べること

をɨIて、人�出来事�物事に対して、作者の見ȼ（观点）や見方（看法）を表し、ħき

なもの、ĩいなもの、ɚŨするもの、ú対するもの、ħきではないもの、ɚŨしないもの

を明ǳに示す文ǿである。どの議論文にも論点�論ų�論ɄがŘȵである。これはいわl

る議論文の 3 ȵȍである。（ǃ 1998� 298） 
 
ǃ（1998）では、ř用文の記述がないが、	��3 ņǧȯの�5作Të2�には、5ř用文」

は、5人4の日常ǝǈ、学Ț、¶事のªでの対人ɾÊ、事ưǈíや×îのɫȯなどについ

ての文ǿのǻ類」（Ň他 2003� 393）と記されている。 

 

以上のěƤ的説明からすると、日Ƥの意見文に最も近いのは議論文であることが分かる。

記叙文も議論文も意見を述べる点ではØɨしているが、記叙文は 6 ȵȍを用い叙述をとお

し何らかの���を¾>るものである。¡方、議論文は論点�論ų�論Ʉを示しƜきūの

意見を明示的に表現する。 
 
Ȕいて、学Ƭƈȡで学Țする表現方法について述べる。表現方法には、5記叙」5説明」

5ſß」5議論」5ůş」がある 3。この表現方法のąǹは、ʖȃ学Ƭなら_に小�ª学

Ƭでの学Ț指ķȵʎにも記されている（�A人�0和P�Äô=Y 2003� �A人�0和
P�Äô=Y 2012）。このうQ、5記叙」5説明」5ſß」はĲ観的表現、5議論」

5ůş」は¬観的表現とされており（人��Ä出¤社�X文[¿É 2001）、この5議論」

は日Ƥɋの5議論」とは意ĉがǥなる。以下の叙述とɾɪする5記叙」5議論」について

ǃ（1998）の説明をŋ用する。 
 
記記叙叙  

記叙とは、記ɻと叙述のことである。記叙は叙述とも言>る。叙述は最もěƤ的な表現で

あり、eた、文ǿのªで最もěƤ的であり、最も¡Ȧ的な方法でもある。記叙とは、人物

のȒƻやȯǐeたは事ƪ（事物）のǧǝやǧĺĞðを文īで表現していくことである。

（ǃ 1998� 76） 

 

議議論論  

表現ŐŊとしての議論は、¬に人や出来事（事物）に対する、つeりĲ観的�¬観的な¨

Ǣに対する作者の観点や見方を、ƾɢ的ōいŤş的なÐĆをŴって表現したものである。

あるいは、議論とは、事ıを提示し、ɭǜを述べ、Ɨʈを論Iることであり、eた、ɛɚ

と批äを示すとも言>る。（ǃ 1998� 100） 

 

このようにªėでは、文ǿのǻ類なら_に表現方法を意ɕして作文をƜくことがȵǂされ

る。どの表現方法を用いるかは文ǿのǻ類によってȷ定されている。 

 

 

 

                                                   
3 5記叙」5説明」5ſß」5議論」5ůş」はªėの�ØH��ä明��}5��议论��zs�のǬ

Ƀである。 
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3.  ɑɑƫƫののƱƱȵȵ  

  

3.1  ɑɑƫƫƘƘơơとと対対象象者者  

ɑƫは、ªėɋをƽɋとし、日Ƥbのǣ学Ȓʕがない日ƤɋĶƆのªė人大学ǝ（以下、

5学Ț者」とする）を対象にȯなった。ɑƫ日Ƙは 2018 ņ 6 ƞである。学Ț者はǎʂŀ

Ûの A 大学 22 ą（日Ƥɋȣëは上Ȍ 2 ą、ª上Ȍ 20 ą）、大ɪŀÛの B 大学 29 ą（日

Ƥɋȣëは上Ȍ 23 ą、ª上Ȍ 6 ą）、ă計 51 ąである。日Ƥɋȣëの上Ȍとは、日Ƥɋ

ȣëɆʕの N1 のăƭ者、ª上Ȍとは日ƤɋȣëɆʕの N2 ăƭ者と5大学ĶƆ日ɋđȌ

ȜɆ」のăƭ者を指す。ɑƫ対象はすべて 2 ņǝ以上であり、この学ņで��â5作�

（日Ƥɋ作文）というąǹの作文のŹưをļÌǊfである。大学による回答の偏りはfら

れなかった。ɑƫ対象には、それNれ cs1 から cs51 の ID Ǥāを¸す。 

 
33��		  ɑɑƫƫ方方法法  

ɑƫÛĳは以下のように 2 つに分かれる。 

 

¡つ目は、意見文の定șの作Ũである（ɑƫ 15意見文の定șをďうɜďȋ」øǓ）。こ

れは、ªė人日Ƥɋ学Ț者が5意見文」を、自ɟの学Țした文ǿのǻ類とǓらしăわLて、

どのように認ɕしているのかをƯɄするためである。¯つ目は、A と B、2 つのタイプの

意見文を示し、ªėの文ǿではどのǻ類の文ǿに当てはeるかをďい、そのǜǠを回答し

てもらう（ɜďȋ 25文ǿのǻ類をďうɜďȋ」øǓ）。2 つのɜďは、ǭ°にőʊを§

>るとȜ>、表Ȳöçをし、同Ƙには見>ないようにした。 

 

ɑƫ 2で用いた 2Ȗの作文は、èľ（2017）がɂ定した意見文の 5類ĚのうQ、5źǂ思

ȎĚ意見文」と5ŤšĚ意見文」であり、è者を作文 A、œ者を作文 Bとした�。この 2つ

を用いたのは、ȯí÷ǜの観点からも文ǿƲɩの観点からも、意見文の類ĚとしてĿǥが

大きいからである。文ǿのʆňについては、ėʃ±ǉěɺ�日ƤėʃƈȡƄƂó会

（1994）の7日ƤɋȣëɆʕ 出ʑěǍʟ改ȾǕʠ8にěTき、ƒ日ƤɋȣëɆʕ 2 ȌǺ

ňのものとした。ªėの大学で日Ƥɋƈłをしていたªėɋƽɋɇ者 2 ąにÈʐし、日Ƥ

ɋのɋŏによる意ĉ類żがĀȣな���の文ǿであるかをǳ認した。 

 

作文 A は日ƤのėɋƈǸƜにおDるƵȉ文ǿ5何ǀなく言った言Ȭ」をÅ用した。¡方、

作文 B は、同Ƴのɼさやʆňでɰ当なものがなかったため、ƎȟのŰƜをš定し、Ȃ者が

作Ũした5。なお、作文 A�B のƤ文は、ɑƫ結果を述べる55.1 作文 �のƱȵ」56.1 作
文 B のƱȵ」のʋでž出する。 

 

                                                   
4 この類Ěは、作文Ǟ出におDるアイ�xアのê出とȑȘðである5êƲ」ɬǺのȯí÷ǜとして大ȴ

(1990� 1997)がŽ定した5ŤšĚ意見」5思ȎĚ意見」5ȼǄĚ意見」を、意見文のタイプの指ƴとなる

意見そのものの類Ěとしてŷ>Ǭし、Ý定Ŋðしたものである。意見の類Ěにより意見文を5ŤšĚ意見

文」5思ȎĚ意見文」5ȼǄĚ意見文」の£つに大åし、さらに5思ȎĚ意見文」のもとに5źǂ思ȎĚ

意見文」5¯ʋ対Ǿ思ȎĚ意見文」5Ǧďȼ明思ȎĚ意見文」の下À分類をɂDる。 
5 2000 ņから 2018 ņeでにǧȯされたþÚƈǸをʁく全てのėɋƈǸƜ（215 Ü）を対象に意見文のžɣ

をɑべた。ƤǲǼでÅ用するəƌは、その結果、37 Ȗがžɣされていたものの 1 Ȗである。əƌはʑąが

記ɣされていなかったため、文ǿの¡ɴをȂ者が¸したものである。なお、作文 B ではŰƜをš定した文

ǿであるが、ŰƜとしての意見文はıʃのƈǸƜでもこのơɽのƈǸƜには 10 Ȗがžɣされている。 
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3.  ɑɑƫƫののƱƱȵȵ  

  

3.1  ɑɑƫƫƘƘơơとと対対象象者者  

ɑƫは、ªėɋをƽɋとし、日Ƥbのǣ学Ȓʕがない日ƤɋĶƆのªė人大学ǝ（以下、

5学Ț者」とする）を対象にȯなった。ɑƫ日Ƙは 2018 ņ 6 ƞである。学Ț者はǎʂŀ

Ûの A 大学 22 ą（日Ƥɋȣëは上Ȍ 2 ą、ª上Ȍ 20 ą）、大ɪŀÛの B 大学 29 ą（日

Ƥɋȣëは上Ȍ 23 ą、ª上Ȍ 6 ą）、ă計 51 ąである。日Ƥɋȣëの上Ȍとは、日Ƥɋ

ȣëɆʕの N1 のăƭ者、ª上Ȍとは日ƤɋȣëɆʕの N2 ăƭ者と5大学ĶƆ日ɋđȌ

ȜɆ」のăƭ者を指す。ɑƫ対象はすべて 2 ņǝ以上であり、この学ņで��â5作�

（日Ƥɋ作文）というąǹの作文のŹưをļÌǊfである。大学による回答の偏りはfら

れなかった。ɑƫ対象には、それNれ cs1 から cs51 の ID Ǥāを¸す。 

 
33��		  ɑɑƫƫ方方法法  

ɑƫÛĳは以下のように 2 つに分かれる。 

 

¡つ目は、意見文の定șの作Ũである（ɑƫ 15意見文の定șをďうɜďȋ」øǓ）。こ

れは、ªė人日Ƥɋ学Ț者が5意見文」を、自ɟの学Țした文ǿのǻ類とǓらしăわLて、

どのように認ɕしているのかをƯɄするためである。¯つ目は、A と B、2 つのタイプの

意見文を示し、ªėの文ǿではどのǻ類の文ǿに当てはeるかをďい、そのǜǠを回答し

てもらう（ɜďȋ 25文ǿのǻ類をďうɜďȋ」øǓ）。2 つのɜďは、ǭ°にőʊを§

>るとȜ>、表Ȳöçをし、同Ƙには見>ないようにした。 

 

ɑƫ 2で用いた 2Ȗの作文は、èľ（2017）がɂ定した意見文の 5類ĚのうQ、5źǂ思

ȎĚ意見文」と5ŤšĚ意見文」であり、è者を作文 A、œ者を作文 Bとした�。この 2つ

を用いたのは、ȯí÷ǜの観点からも文ǿƲɩの観点からも、意見文の類ĚとしてĿǥが

大きいからである。文ǿのʆňについては、ėʃ±ǉěɺ�日ƤėʃƈȡƄƂó会

（1994）の7日ƤɋȣëɆʕ 出ʑěǍʟ改ȾǕʠ8にěTき、ƒ日ƤɋȣëɆʕ 2 ȌǺ

ňのものとした。ªėの大学で日Ƥɋƈłをしていたªėɋƽɋɇ者 2 ąにÈʐし、日Ƥ

ɋのɋŏによる意ĉ類żがĀȣな���の文ǿであるかをǳ認した。 

 

作文 A は日ƤのėɋƈǸƜにおDるƵȉ文ǿ5何ǀなく言った言Ȭ」をÅ用した。¡方、

作文 B は、同Ƴのɼさやʆňでɰ当なものがなかったため、ƎȟのŰƜをš定し、Ȃ者が

作Ũした5。なお、作文 A�B のƤ文は、ɑƫ結果を述べる55.1 作文 �のƱȵ」56.1 作
文 B のƱȵ」のʋでž出する。 

 

                                                   
4 この類Ěは、作文Ǟ出におDるアイ�xアのê出とȑȘðである5êƲ」ɬǺのȯí÷ǜとして大ȴ

(1990� 1997)がŽ定した5ŤšĚ意見」5思ȎĚ意見」5ȼǄĚ意見」を、意見文のタイプの指ƴとなる

意見そのものの類Ěとしてŷ>Ǭし、Ý定Ŋðしたものである。意見の類Ěにより意見文を5ŤšĚ意見

文」5思ȎĚ意見文」5ȼǄĚ意見文」の£つに大åし、さらに5思ȎĚ意見文」のもとに5źǂ思ȎĚ

意見文」5¯ʋ対Ǿ思ȎĚ意見文」5Ǧďȼ明思ȎĚ意見文」の下À分類をɂDる。 
5 2000 ņから 2018 ņeでにǧȯされたþÚƈǸをʁく全てのėɋƈǸƜ（215 Ü）を対象に意見文のžɣ

をɑべた。ƤǲǼでÅ用するəƌは、その結果、37 Ȗがžɣされていたものの 1 Ȗである。əƌはʑąが

記ɣされていなかったため、文ǿの¡ɴをȂ者が¸したものである。なお、作文 B ではŰƜをš定した文

ǿであるが、ŰƜとしての意見文はıʃのƈǸƜでもこのơɽのƈǸƜには 10 Ȗがžɣされている。 
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ɑƫ 2 のɜďȋのɲŲȠは、ªėの学Ț指ķȵʎで作文Ǹ目として定められているěǴ文

ǿや読ȼでŬわれている文ǿである。議論文�記叙文�説明文はè述のとおりである。

5散文」はȧȰ的な文ǿのことであり、5ʉ文でない文ǿ¡Ȧ」の意ではない。5小説」

は、日Ƥと同Ƴ、�x}~��を含む物ɋのことである。 
      

 
日Ƥɋでは5意見文」という作文がありeす。それは、どvな作文Pと思いeすか。 
ªėɋ、日ƤɋどQらか¡方の下ȕ（   ）に言ȬをƜいて文をįŨさLてくPさい。 
意見文とは、                            作文です。 

意見文Ɨ                              的作文。 

 
ɑƫ 1  意見文の定șをďうɜďȋ 

 
 
A と B の作文を読vで、ɜďに答>てくPさい。 
ªėのėɋ（ɋ文）で学Țした作文に当てはめると、どのような作文にǭ当すると思いe

すか。当てはeるもの¡つに
����������

�z�}（1）をしてくPさい。eた、ǜǠをƜいてくPさ

い。 
 
9A の作文: 
0議論文  0記叙文  0説明文  0散文  0小説   
0その他（          ）  0ない  0分からない 
 

9ǜǠ: 

                                                                               
                                          

ɑƫ 	  文ǿのǻ類をďうɜďȋ      

 
4. ɑɑƫƫ結結果果  

  

4.1  意意見見文文のの定定șșををďďううɜɜďď  

ɜďに対する回答は、大きく 3 つに分Dられる（表 1）。¯つ目の5議論文と同類のもの」

とは、議論文としてのǗŖを指ƃしたものや、議論文に¿ていると回答しているものであ

る。回答数については、1 回答が 2 つのタイプを含むĜă（回答数 3）、それNれのタイ

プにìȇした。 

 

回答のÛĳ 回答数 
自分の意見を述べるもの 25 
議論文と同類のもの 21 
アドバイスや改善方法を示すもの 8 
3 つの分類に属さないもの 3 

表 � 意見文の定șにɾする回答のÐĆ 

 

95



Journal of International and Advanced Japanese Studies      University of Tsukuba Volume 14 / February 2022

  前川	 孝子 「中国人日本語学習者の意見文の捉え方」 
Takako MAEGAWA, On Chinese Students’ Perceptions of Japanese Opinion Writing 

 

6 
 

以下、具体例を示す。なお、句読点や誤用は全て回答者が記したとおりである。 

  

自自分分のの意意見見をを述述べべるるもものの  

(1)意見文とは、あることに対して意見を言う作文です。（cs13） 

(2)意見文とは、最近よく注目されることに、自分の意見を表す作文です。（cs45） 

 

議議論論文文とと同同類類ののもものの  

(3)意見文是对某一现象发表自己看法的作文。（ある現象に対して自分の見方を述べるこ

と）（cs32） 

(4)意見文是和议论文相似表达作者鲜明观点意见的作文。（作者のはっきりした観点や意

見を表現する議論文に近いもの）（cs42） 

 

アアドドババイイススやや改改善善方方法法をを示示すすもものの  

(5)意見文とは、アドバイスを提出する作文です。（cs2） 

(6)意見文是提出作者对某一事物具体的建议和措施的作文。（ある物事に対する作者の具

体的な提案や対策を提示する）」（cs21） 

 

なお、複数のタイプを含む回答の例として以下のものがある。 

(7)意見文とは、自分の意見やすすめを述べる作文です。（cs6） 

(8)意見文是针对社会事件的议论和建议的作文。（社会の出来事に焦点を当てた議論と提

案）（cs15） 

 

以上の 3 つの分類に属さない回答として、以下の 3つのものがあった。(11)は記叙文のこ

とを指しているように思われる。 

 

(9)意見文とは、何かの社会現象や文学などに評論、批評する作文です。（cs23） 

(10)意見文是表达自己的意见，希望别人怎样去做的作文。（他の人にどうしてほしいか、

自分の意見を述べること）（cs39） 

(11)意見文とは、日常の出来事を例にして自分の願いを述べる作文です。（cs46） 

 

4.2  作作文文 A とと作作文文 B のの認認定定結結果果  

作文 A と作文 B の認定結果は表 2 のとおりである。大学による回答の偏りは、作文 A で

は見られなかったが、作文 B を記叙文とする回答については、わずかながら見られた。 
 

 議論文 記叙文 説明文 散文 小説 な

い 
分から 
ない その他 計 

作文 A 44 
(86.3%) 

5 
(9.8%) 

2 
(3.9%) - - - - - 51 

（100%） 

A 大学 19 
(86.4%) 

2 
(9.1%) 

1 
(4.5%) - - - - - 22 

(100%) 
B 大学 25 

(86.2%) 
3 

(10%) 
1 

(3.4%) - - - - - 29 
(100%) 

作文 B 4 
(7.8%) 

37 
(72.5%) 

2 
(3.9%) 

3 
(5.9%) 

2 
(3.9%) - 1 

(2.0%) 
2 

(3.9%) 
51 

（100%） 
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以下、具体例を示す。なお、句読点や誤用は全て回答者が記したとおりである。 

  

自自分分のの意意見見をを述述べべるるもものの  

(1)意見文とは、あることに対して意見を言う作文です。（cs13） 

(2)意見文とは、最近よく注目されることに、自分の意見を表す作文です。（cs45） 

 

議議論論文文とと同同類類ののもものの  

(3)意見文是对某一现象发表自己看法的作文。（ある現象に対して自分の見方を述べるこ
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(4)意見文是和议论文相似表达作者鲜明观点意见的作文。（作者のはっきりした観点や意

見を表現する議論文に近いもの）（cs42） 

 

アアドドババイイススやや改改善善方方法法をを示示すすもものの  

(5)意見文とは、アドバイスを提出する作文です。（cs2） 

(6)意見文是提出作者对某一事物具体的建议和措施的作文。（ある物事に対する作者の具

体的な提案や対策を提示する）」（cs21） 

 

なお、複数のタイプを含む回答の例として以下のものがある。 

(7)意見文とは、自分の意見やすすめを述べる作文です。（cs6） 

(8)意見文是针对社会事件的议论和建议的作文。（社会の出来事に焦点を当てた議論と提

案）（cs15） 

 

以上の 3 つの分類に属さない回答として、以下の 3つのものがあった。(11)は記叙文のこ

とを指しているように思われる。 

 

(9)意見文とは、何かの社会現象や文学などに評論、批評する作文です。（cs23） 

(10)意見文是表达自己的意见，希望别人怎样去做的作文。（他の人にどうしてほしいか、

自分の意見を述べること）（cs39） 

(11)意見文とは、日常の出来事を例にして自分の願いを述べる作文です。（cs46） 

 

4.2  作作文文 A とと作作文文 B のの認認定定結結果果  

作文 A と作文 B の認定結果は表 2 のとおりである。大学による回答の偏りは、作文 A で

は見られなかったが、作文 B を記叙文とする回答については、わずかながら見られた。 
 

 議論文 記叙文 説明文 散文 小説 な

い 
分から 
ない その他 計 

作文 A 44 
(86.3%) 

5 
(9.8%) 

2 
(3.9%) - - - - - 51 

（100%） 

A 大学 19 
(86.4%) 

2 
(9.1%) 

1 
(4.5%) - - - - - 22 

(100%) 
B 大学 25 

(86.2%) 
3 

(10%) 
1 

(3.4%) - - - - - 29 
(100%) 

作文 B 4 
(7.8%) 

37 
(72.5%) 

2 
(3.9%) 

3 
(5.9%) 

2 
(3.9%) - 1 

(2.0%) 
2 

(3.9%) 
51 

（100%） 
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A 大学 3 
(13.6%) 

14 
(63.6) 

2 
(9.1%) 

1 
(4.5%) 

1 
(4.5%) - - 1 

(4.5%) 
22 

(100%) 

B 大学 1 
(3.4%) 

14 
(79.3%) - 2 

(6.9%) 
1 

(3.4%) - 1 
(3.4%) 

1 
(3.4%) 

29 
(100%) 

�Ăʋ目の上Ƽの数īは回答数を示し、下Ƽはéăを示す。 
表 2 作文 A と作文 B のɲŲ結果 

 
5.  作作文文 A ののɑɑƫƫ結結果果  

  

5.1  作作文文 A ののƱƱȵȵ  

ãめにəƌとして用いた作文 A を示す。数īはƼȫǤā、«数īは文Ǥāである。 

 

この文ǿでは、文,でƜきūが意見のƹ当ŜをɄ明するために自分の意見とǭúする意見

をûり上E、文-でその意見に対し自ɟの意見を述べ、文/で自ɟの意見がƹしいことを

Ʉ明するというɗƺの表現がある。そのため、5Ɯきūが意見のƹ当ŜをɄ明するために

自分の意見とはǭúする意見をûり上E、その意見に対し自ɟの意見を述べ、自ɟの意見

がƹしいことをɄ明する文ǿが含eれる」（èľ 2017� 66）5źǂ思ȎĚ意見文」に当

てはeる。 

 

作作文文 A  
ʑą5何ǀなく言った言Ȭ」 

1�ǨƬのɧª、ùɮとおしjべりしていたときのことである。 

�ɇʑが、Ó日ȯわれた��ス大会のことになった。 

�その大会にはØɨのù人であるʞさvが出Ĝしていたが、ǍÑïであった。 

�わたしは、5ʞさv、Šしかった[>。もうQmっとがv^っていれ^[>。」とɇ

した。 

 すると、その日のġ、ʞさvからʇɇがあり、5わたしPって¡ǝŧċ��スのȗȚ

をしているのに、どうしてʈʆされなDれ^いDないのか。」とű議をüDた。 

!わたしは5もうĹしでÑïPったのに。」のつもりで5がv^っていれ^。」と言っ

た。 

"しかし、ʞさvには5`PvからもっとȗȚでがv^っていれ^。」と¾わったのP。 

#きQvと説明をして誤ȼがとDたが、¡つɽɯ>るとù人をĥってしeいか[ないと

いうȒʕをした。 

2$ものを言うことはǳかにʆしい。 

%何ǀなく言った言Ȭが人のŗをÏつDることもĠい。 

&ǧ言をするʃにはよほど注意して言うべきである。  

'ƹしく¾わらないとĔるĜăや、誤ȼがɝこりやすいďʑについてはbたにǧ言する

ことはťvPほうがよい。 

3(自分の言ったことが、Řずǭūにƹしく¾わるとはɿらない。 

)どvなにƹしい表現であっても、ǭūが誤ȼやƛȼをするかもしれない。 

*そして、ǭūがƹしくǜȼしているか誤ȼしているかは分からないこともある。 

+そうȜ>れ^、ƹしくǜȼされるというËɄのないĜăは、むやfなǧ言はɳDたほ

うがいいことになsう。 

4,もっとも、5¦注意なǧ言をťvでいたら、言いたいことが言>なくなる。」という

意見もあるPsう。 
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-しかし、全てのǧ言をťむŘȵはない。 

.他人のŗをÏつDるおそれのあるǧ言PDをťめ^よい。 

/他人を思いやるのは人として当ǒのことであり、そうすれ^、自分のǧ言についての

äƍはおのずとできるはずである。 

 そのäƍをLずにʗってしeうŘȵはないのである。 

（7ėɋ表現� 改ȾǕ8（2007）²ɵƜũ�pp�70�71�） 

 
 
5.2  議議論論文文とと認認定定ししたたǜǜǠǠ  

議論文と認定したǜǠは、大きく 3 つに分Dられる（表 3）。5論点」とは、議論文の定

șに含eれる作者によるďʑの見方のことで、同șである5观点」5看法」5见Ô」など

の言ȬがƜかれているものも、ここに含める。1 つの回答に 2 つのタイプが含eれている

Ĝă（回答数 6）は、それNれのタイプに数をìȇする。 

 

回答のÛĳ 回答数 
5論点」というɋŏを含む回答 15 
5例」というɋŏを含む回答 15 
5議論」というɋŏを含む回答 12 
3 つの分類に属さないもの 3 
表 3 議論文と認定したǜǠの回答のÛĳ 

  

以下、回答例を示す。đȻでĕったものがɈ当するɋŏである。 

 

55論論点点」」をを含含むむもものの  

(12)ʞの作文は、ùɮとɇすƘも誤ȼやƛȼしやすい言Ȭをɲ^なくて、自分のäƍをɨ

してŘȵなĜăでʗる方がいいの論点を提出した。（cs8） 

(13)¸一�òîØð的�l� �作者�è½D的一件事ʚ�事Z论{ʚ!��Ü明���

的观点ʚC�言Ȭを注意する�。�L一�点明�论点。（ȁ¡Ƽȫでは、記述という

ūƼをとおして作者が自らȒʕしたことを説明して事ı論ųとし、これによって、Ƹの

3 つのƼȫの観点、すなわQ5言Ȭを注意する」をɄ明する。最œのƼȫは論点が明ら

かになる。）（cs42） 

 

55例例」」をを含含むむもものの  

(14)自分の意見をしmうこうするために、例をあEる。（cs2） 

(15)A作文��wä的àÖF人AãÔ�的)V。ä明�一�ó¨ʚï是议论文的¦点（作

文 Aでは、Ƿの言ったことをù人 Aが誤ȼした例をŶEている。¡つのɭǜを説明して

いるが、これは議論文のǗŖである。）（cs3） 

 

55議議論論」」をを含含むむもものの  

(16)自分のȒʕによって、何ǀなく言った言ȬのŞいとこsを議論する。（cs15） 

(17)議論がĠい。目的は議論を述べる。（cs39） 

 

以下の例(18)は、議論文と認定しながらもɯČŤを表明している。 

 

98



前川　孝子「中国人日本語学習者の意見文の捉え方」
7aNaNo	0A(*AWA�	On	Chinese	Students’	Perceptions	of	Japanese	Opinion	Writing

  前川	 孝子 「中国人日本語学習者の意見文の捉え方」 
Takako MAEGAWA, On Chinese Students’ Perceptions of Japanese Opinion Writing 

 

8 
 

-しかし、全てのǧ言をťむŘȵはない。 

.他人のŗをÏつDるおそれのあるǧ言PDをťめ^よい。 

/他人を思いやるのは人として当ǒのことであり、そうすれ^、自分のǧ言についての

äƍはおのずとできるはずである。 

 そのäƍをLずにʗってしeうŘȵはないのである。 

（7ėɋ表現� 改ȾǕ8（2007）²ɵƜũ�pp�70�71�） 

 
 
5.2  議議論論文文とと認認定定ししたたǜǜǠǠ  

議論文と認定したǜǠは、大きく 3 つに分Dられる（表 3）。5論点」とは、議論文の定

șに含eれる作者によるďʑの見方のことで、同șである5观点」5看法」5见Ô」など

の言ȬがƜかれているものも、ここに含める。1 つの回答に 2 つのタイプが含eれている

Ĝă（回答数 6）は、それNれのタイプに数をìȇする。 

 

回答のÛĳ 回答数 
5論点」というɋŏを含む回答 15 
5例」というɋŏを含む回答 15 
5議論」というɋŏを含む回答 12 
3 つの分類に属さないもの 3 
表 3 議論文と認定したǜǠの回答のÛĳ 

  

以下、回答例を示す。đȻでĕったものがɈ当するɋŏである。 

 

55論論点点」」をを含含むむもものの  

(12)ʞの作文は、ùɮとɇすƘも誤ȼやƛȼしやすい言Ȭをɲ^なくて、自分のäƍをɨ

してŘȵなĜăでʗる方がいいの論点を提出した。（cs8） 

(13)¸一�òîØð的�l� �作者�è½D的一件事ʚ�事Z论{ʚ!��Ü明���

的观点ʚC�言Ȭを注意する�。�L一�点明�论点。（ȁ¡Ƽȫでは、記述という

ūƼをとおして作者が自らȒʕしたことを説明して事ı論ųとし、これによって、Ƹの

3 つのƼȫの観点、すなわQ5言Ȭを注意する」をɄ明する。最œのƼȫは論点が明ら

かになる。）（cs42） 

 

55例例」」をを含含むむもものの  

(14)自分の意見をしmうこうするために、例をあEる。（cs2） 

(15)A作文��wä的àÖF人AãÔ�的)V。ä明�一�ó¨ʚï是议论文的¦点（作

文 Aでは、Ƿの言ったことをù人 Aが誤ȼした例をŶEている。¡つのɭǜを説明して

いるが、これは議論文のǗŖである。）（cs3） 

 

55議議論論」」をを含含むむもものの  

(16)自分のȒʕによって、何ǀなく言った言ȬのŞいとこsを議論する。（cs15） 

(17)議論がĠい。目的は議論を述べる。（cs39） 

 

以下の例(18)は、議論文と認定しながらもɯČŤを表明している。 
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(18)和Ā��5的作文b	S。提出一�论点ʚ�)Ü明论点。I是�l和Ā�作文	一样ʚ

Ê£��KX是ªï³�l5的ʚ&是	ÑÈ。（ʖƬǝのƘにƜいた議論文に¿ている。

論点を出し、その論ųとなる例をŶEる。たPし文ǿのĚはʖƬの作文とは同Iではな

く、このĚでƜく学ǝはいるが、ȷȉ的ではない。）（cs28） 

 

5.3  議議論論文文以以ğğのの文文ǿǿとと認認定定ししたたǜǜǠǠ  

以下は、作文 A を議論文以ğの文ǿとして認定した回答の具体例である。 

 

記記叙叙文文ととししたたもものの  

(19)Øð文Ùð一件事gä一�自己的vt。Ê£�议论ô9ʚ&议论文	Æª自己的事sʚ

ÃüÍ��ä�>的事)。£LÙ自己的看法。（記叙文は 1 つのことを述べ、ÄLて、

自分のŤšを述べる。記叙文は議論のɴ分があるが、議論文は自分のことではなく、も

っと説Ŕëのある事例がŘȵである。そのœに、自分のȜ>を述べる。）(cs7） 

(20)I是ØH�一件事。（たP 1 つの事を叙述したPDである。）(cs35） 

 

作文 A を記叙文と認定したǜǠとして、例(19)では意見の¦ñ分さがŶEられ、例(20)
では、意見がƜかれているとäƍできないことがŶEられている。 

 

説説明明文文ととししたたもものの  

(21)A の作文の最ãのƼȫはªėのɋ文に5�)V」とĊ^れる。その目的はあとの文Ɯ

をǜȼやすいである。�の作文はǧ言のɔťのɹȵŜと説明した。（cs22） 

(22)この作文、何ǀなく言った言Ȭについて説明した。それはどvな言ȬとそのőN、そ

れをɳDる方法を説明した。（cs33） 

 

例(21)では、ãめのƼȫを、œƼの叙述のための例をŶEたもの（5�例Ī」）とȼɸし、

全体を¡Ȧ的な事ƪ（5ǧ言のɔťのɹȵŜ」）の説明とȼしている。例(22)も、¡Ȧ的

な事ƪ（5どvな言ȬとそのőN、それをɳDる方法」）に対する説明文であるとȼɸし

ている。©者にØɨするのは、文ǿの¬ʑを、ƜきūǙ自の意見とは認ɕしていないこと

である。そのため、èòの記述を、意見をȲ¸Dるための論ųとŷ>る例(13)とはǥなり、

¡Ȧ的な事ƪを説明する例としてŮƁしているとい>る。 

 

6.  作作文文 �� ののɑɑƫƫ結結果果  

  

6.1  作作文文 �� ののƱƱȵȵ  

eず、əƌとして用いた作文 B を示す。文&が意見で、そのǜǠは文�から文%である。

さらに、文)でȭ者の願Ơ（意見）を示すが、そのǜǠは文�から文(である。 

 

作作文文 B  
ʑą5ǌĎʇɠでの出来事」 

1�ある日、ĪÇをûりĕむ社会のęり方についてȜ>さLられる出来事があった。 

2�ǷはいつもǌĎʇɠに­って学Ƭにɨっている。 

�ʇɠのªはとてもŝȩしく、Ǫイ�イ�しているように見>る。 

3�会社ĎʔのȨいǔȹが小さなĦのĪをɪれてʇɠに­ってきた。 

 Ƿはそれを見て、あvな小さなĪÇをʇɠに­LるなvてɷいȹPなと思っていた。 

!eた、ɏかŃをɗってあEないと小さなこどもがǾっているのはɤいPsうなともŤ
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Iていた。 

"¯人の目のèにŉっていたǡŜはƎȟをĢªになって読vでいたが、ĪÇのĝで¯人

にǀTき、Ńをɗった。 

#ĦのĪはŃにŉると、5おIさv、ありがとう。」と言ったœ、5大¢Ĥ�」とそのǡ

Ŝのɹたそうなか^vをŴってあEようとしていた。 

$そのĀţいĝと¶ȪにʇɠのɹたいǽǀがĞわり、たくさvの人の表şがŕȀfにĞ

わった。 

4%¯人の会ɇからƽȹが体ɑをĽし、ǔȹの©ȹのとこsにĪÇをʍDにȯくとこsP

ということがわかった。 

&ƙƼ、小さなĪÇとŻするƶ会はĹないが、こvなにʇɠのǽǀをĞ>られるĪÇの

ëにŤíした。 

5'¡方、Ʀ²ではËȡĘが¦ɞし、ĪÇをʍDられないことがďʑにもなっている。 

(ËȡĘがもっとæ用しやすDれ^、会社ĎのǔȹもĪÇをɪれてǌĎʇɠに­るŘȵ

もないのにと思った。 

)ƔくこのďʑがȼǄすることを願う。 

（論文Ȃ者作Ũ） 

 

6.2  記記叙叙文文とと認認定定ししたたǜǜǠǠ  

記叙文と認定したǜǠは、大きく 3 つに分類することができる（表 4）。回答の記述が 2
つのタイプを含むĜă（回答数 4）は、それNれにìȇする。 

 

回答のÛĳ 回答数 
記叙（記述）がªŗにƜかれた文ǿ 17 
ɇを記述（記叙）されたœにŤšがƜかれている 17 
記叙文のȵȍを含む回答 6 
3 つに分類した回答に属さないもの 1 

 表 4 記叙文と認定したǜǠの回答のÛĳ 

  

以下に回答例を示す。đȻでĕったものがɈ当するɋŏである。 

 

記記述述ががªªŗŗににƜƜかかれれたた文文ǿǿ  

(23)ØH�«é�发©的事件。（ʇɠでɝこった出来事を記述する。）（cs3） 

(24)!ØH��Í表达3\（¬ȵな表現が記述である）（cs30） 

 

ɇɇがが記記述述さされれたたœœににŤŤššががƜƜかかれれてていいるる  

(25)ある事ıをあEeす。そしてʚ作者がその事ıを見たœ自分のŤšを説明しeす。

（cs1） 

(26)議論のɴ分は、記叙のɴ分のr結としてĬęしている。文ǿの¬は記叙です。

（cs45） 

 

55記記叙叙文文ののȵȵȍȍ」」をを含含むむ回回答答  

(27)ä明是自£èì发©的事ʚ现ZWQ的事ʚ事s½î发`¾�mNʚ自己�èt法ʚ

现Zùý提出¹（自ǒやɟ近にɝこること、現ıにĬęすること、出来事のȒɬ、ǧ

ĺ、結果、őʊ、自分のȜ>方、現ıďʑが提ɝされることを説明する)（cs48） 

100



前川　孝子「中国人日本語学習者の意見文の捉え方」
7aNaNo	0A(*AWA�	On	Chinese	Students’	Perceptions	of	Japanese	Opinion	Writing

  前川	 孝子 「中国人日本語学習者の意見文の捉え方」 
Takako MAEGAWA, On Chinese Students’ Perceptions of Japanese Opinion Writing 

 

10 
 

Iていた。 

"¯人の目のèにŉっていたǡŜはƎȟをĢªになって読vでいたが、ĪÇのĝで¯人

にǀTき、Ńをɗった。 

#ĦのĪはŃにŉると、5おIさv、ありがとう。」と言ったœ、5大¢Ĥ�」とそのǡ

Ŝのɹたそうなか^vをŴってあEようとしていた。 

$そのĀţいĝと¶ȪにʇɠのɹたいǽǀがĞわり、たくさvの人の表şがŕȀfにĞ

わった。 

4%¯人の会ɇからƽȹが体ɑをĽし、ǔȹの©ȹのとこsにĪÇをʍDにȯくとこsP

ということがわかった。 

&ƙƼ、小さなĪÇとŻするƶ会はĹないが、こvなにʇɠのǽǀをĞ>られるĪÇの

ëにŤíした。 

5'¡方、Ʀ²ではËȡĘが¦ɞし、ĪÇをʍDられないことがďʑにもなっている。 

(ËȡĘがもっとæ用しやすDれ^、会社ĎのǔȹもĪÇをɪれてǌĎʇɠに­るŘȵ

もないのにと思った。 

)ƔくこのďʑがȼǄすることを願う。 

（論文Ȃ者作Ũ） 

 

6.2  記記叙叙文文とと認認定定ししたたǜǜǠǠ  

記叙文と認定したǜǠは、大きく 3 つに分類することができる（表 4）。回答の記述が 2
つのタイプを含むĜă（回答数 4）は、それNれにìȇする。 

 

回答のÛĳ 回答数 
記叙（記述）がªŗにƜかれた文ǿ 17 
ɇを記述（記叙）されたœにŤšがƜかれている 17 
記叙文のȵȍを含む回答 6 
3 つに分類した回答に属さないもの 1 

 表 4 記叙文と認定したǜǠの回答のÛĳ 

  

以下に回答例を示す。đȻでĕったものがɈ当するɋŏである。 

 

記記述述ががªªŗŗににƜƜかかれれたた文文ǿǿ  

(23)ØH�«é�发©的事件。（ʇɠでɝこった出来事を記述する。）（cs3） 

(24)!ØH��Í表达3\（¬ȵな表現が記述である）（cs30） 

 

ɇɇがが記記述述さされれたたœœににŤŤššががƜƜかかれれてていいるる  

(25)ある事ıをあEeす。そしてʚ作者がその事ıを見たœ自分のŤšを説明しeす。

（cs1） 

(26)議論のɴ分は、記叙のɴ分のr結としてĬęしている。文ǿの¬は記叙です。

（cs45） 

 

55記記叙叙文文ののȵȵȍȍ」」をを含含むむ回回答答  

(27)ä明是自£èì发©的事ʚ现ZWQ的事ʚ事s½î发`¾�mNʚ自己�èt法ʚ

现Zùý提出¹（自ǒやɟ近にɝこること、現ıにĬęすること、出来事のȒɬ、ǧ

ĺ、結果、őʊ、自分のȜ>方、現ıďʑが提ɝされることを説明する)（cs48） 

  前川	 孝子 「中国人日本語学習者の意見文の捉え方」 
Takako MAEGAWA, On Chinese Students’ Perceptions of Japanese Opinion Writing 

 

11 
 

 

上記のうQœ者 2 つをどQらも含む回答は 4 つあった。 

 

(	�)-ºQHð一件事sʚ�人物ʚR点ʚ事件ʚ�L5出�作者的vt。(作č全体が �

つの出来事を叙述していて、人物、ĜŪ、出来事があり、最œは作者のŤšをƜいてい

る。)（cs12） 

 

3 つつにに分分類類ししたた回回答答にに属属ささなないいもものの  

(	�)文ǿのたくさvのɴ分は自分のことをƜきeす�この文ǿは�作者のǝǈのªで小さな

ことをƜきeす。（cs38） 

 

以上、記叙文と認定したǜǠはいずれも出来事が記述されていることに注目したものと言

>る。 

 

6.3  記記叙叙文文以以ğğのの文文ǿǿとと認認定定ししたたǜǜǠǠ  

以下、具体的な回答例を示す。 

 

議議論論文文とと認認定定ししたたもものの  

(30)B の作文は最ãからĪÇと社会のďʑを提出した。ǮvªのƼȫはªėのɋ文に5事

ıな論Ÿ」とĊ^れる。最œにも自分のȜ>と¾>ていた。（cs22） 

(31)�论点和论{。（論点と論ųがある。）（cs27） 

 

散散文文とと認認定定ししたたもものの  

(32)タイ��は5出来事」で、あとは、ƹ文で全ɴことǌĎʇɠのことをƜきeすので、

この作文は散文Pと思いeす。（cs20） 

 

説説明明文文とと認認定定ししたたもものの  

(33)現ıのことは現ıの現ǘを表現しeす。（cs17） 

 

小小説説とと認認定定ししたたもものの  

(34)作文!�w���人/ʚ!w的ÒÓ�看«é3发©的一:ʚ��^现Z�人的è#g

提出�ùýʚx!w�人Õ�是_ä体Ì（この作文は、5Ƿ」を¬人×にして、ʇɠの

ªでɝきていることをǷのȸ点から見て、現ıの人4のǘǅをŰőしďʑを出したりし

ているので、Í人的には小説の����PとȜ>る）（cs16） 

 

なお、このほかに、5意見文」とするもの（cs4）と�UHU议�とするもの（cs42）が

あった。5UHU议」とは、5IyHð
议论¾Jç�的表达�法（叙述と議論PDを結

ăさLた表現方法）」（Ň他 2003� 532）ということである。 

 

以上のうQ、例（32）（33）（34）は記述に注目しているが、それNれǜǠはǥなるも

のの記叙文とすることにはǣËがあると言>る。¡方、例（30)（31）は議論文としてお

り、文の叙述ɴ分をõなる記述ではなく論ųと見なしていることが分かる。 
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��  ȜȜĴĴ  

  

ɑɑƫƫ ��  

分Ƨの結果、ªė人日Ƥɋ学Ț者による日Ƥの意見文の定șは、5自分の意見を述べるも

の」5ªėの議論文に類¿したもの」5提案�アドバイスをするもの」にʅȊされる。こ

れは、大ȴ（1990� 1997）が、êƲɬǺのȯí÷ǜとして示した意見の 3 類Ě、5Ťš

Ě意見」5思ȎĚ意見」5ȼǄĚ意見」におおむ[対řしている。意見文におDる5意見」

は、このようなʛつのタイプの意見を含vでいるが、ªė人日Ƥɋ学Ț者は、それNれに

そのうQ �つのタイプのfに焦点を当てているということになる。  

 

eた、意見を議論としてとら>る記述も目Ǿった。ここでの5議論」は、Ǘ定の観点や見

方から評Éを示すもの（Ɛ述）である。このようなǾĜからは、日Ƥの意見文は、上記の

意ĉでの5議論」が¦ñ分と見なされるĀȣŜがある。例(��)のように、日Ƥの意見文を

記叙文と認定するのは、このようなȢƚからǜȼできると思われる。 

 

ɑɑƫƫ 2  
ɑƫ 2 では、作文 A（źǂ思ȎĚ意見文）を議論文、作文 B（ŤšĚ意見文）を記叙文と

認定する回答が最もĠかった。このような認定をもたらしたǜǠをそれNれƯɀする。 

 

ɑɑƫƫ 2A  
いくつかの回答では、議論文と認定しつつも、議論文と見なすには¦ñ分であるとしてい

た。 

 

議論文と認定した回答では、5論点」5例」5議論」が|���ドになっている。日Ƥの

意見文は自分の意見を述べること自体を¬ǯとしており、どのような観点から述べるかと

いうことはǗに意ɕされていない。¡方、ªė人日Ƥɋ学Ț者のĜă、Ɛ述のように、自

分の意見を述べるĜă、論点�論ų�論ɄをどのようにƜくかを意ɕしている。eた、ど

のような観点で¬Ōするかということとともに、どのようにɄ明するかということもɹȸ

される。この点からすると、例を論ųとして自ɟの¬ŌをɄ明するというのは、議論文で

は5例Ʉ法」にǭ当する。 

 

何らかの観点で、Ǘ定の論点を、意見を述べるための方法（論Ʉ）を用いて述べていると

見なしたĜă、作文 A を議論文と認定しているとȜ>られる。¡方、そうした議論文のȵ

»が¡ɴƷDている、ないしは意ɕ的に用いていないとäƍしたĜă、ƤȈÞʏに示した

ように、議論文と見なすには¦ñ分という認定にȥったとȜ>られる。 

 

ɑƫ 2A におDるĹ数意見については、作文 A におDる意見を、議論文におDるような意

見と見なすことができなかったため、記叙文ないし説明文とäƍしたとい>る。そのう>

で、記述Ûĳを、ıʃにɝこった出来事の叙述とȜ>るか、¡Ȧ的な事ƪを説明するため

の例とȜ>るかで、記叙文か説明文かというäƍが分かれたものとい>る。この結果から

は、議論文におDる意見がどのようなものかについて、学Ț者のɽに明ǳな認ɕがあると

い>る。例（7）の記述からすると、この認ɕ自体は、作文 A を議論文とäƍした学Ț者

とØɨしているとȜ>られる。 
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eた、意見を議論としてとら>る記述も目Ǿった。ここでの5議論」は、Ǘ定の観点や見

方から評Éを示すもの（Ɛ述）である。このようなǾĜからは、日Ƥの意見文は、上記の

意ĉでの5議論」が¦ñ分と見なされるĀȣŜがある。例(��)のように、日Ƥの意見文を

記叙文と認定するのは、このようなȢƚからǜȼできると思われる。 

 

ɑɑƫƫ 2  
ɑƫ 2 では、作文 A（źǂ思ȎĚ意見文）を議論文、作文 B（ŤšĚ意見文）を記叙文と

認定する回答が最もĠかった。このような認定をもたらしたǜǠをそれNれƯɀする。 

 

ɑɑƫƫ 2A  
いくつかの回答では、議論文と認定しつつも、議論文と見なすには¦ñ分であるとしてい

た。 

 

議論文と認定した回答では、5論点」5例」5議論」が|���ドになっている。日Ƥの

意見文は自分の意見を述べること自体を¬ǯとしており、どのような観点から述べるかと

いうことはǗに意ɕされていない。¡方、ªė人日Ƥɋ学Ț者のĜă、Ɛ述のように、自

分の意見を述べるĜă、論点�論ų�論ɄをどのようにƜくかを意ɕしている。eた、ど

のような観点で¬Ōするかということとともに、どのようにɄ明するかということもɹȸ

される。この点からすると、例を論ųとして自ɟの¬ŌをɄ明するというのは、議論文で

は5例Ʉ法」にǭ当する。 

 

何らかの観点で、Ǘ定の論点を、意見を述べるための方法（論Ʉ）を用いて述べていると

見なしたĜă、作文 A を議論文と認定しているとȜ>られる。¡方、そうした議論文のȵ

»が¡ɴƷDている、ないしは意ɕ的に用いていないとäƍしたĜă、ƤȈÞʏに示した

ように、議論文と見なすには¦ñ分という認定にȥったとȜ>られる。 

 

ɑƫ 2A におDるĹ数意見については、作文 A におDる意見を、議論文におDるような意

見と見なすことができなかったため、記叙文ないし説明文とäƍしたとい>る。そのう>

で、記述Ûĳを、ıʃにɝこった出来事の叙述とȜ>るか、¡Ȧ的な事ƪを説明するため

の例とȜ>るかで、記叙文か説明文かというäƍが分かれたものとい>る。この結果から

は、議論文におDる意見がどのようなものかについて、学Ț者のɽに明ǳな認ɕがあると

い>る。例（7）の記述からすると、この認ɕ自体は、作文 A を議論文とäƍした学Ț者

とØɨしているとȜ>られる。 
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ɑɑƫƫ 		��  

記叙文は、6 つのȵȍをとおし何らかの���を¾>るものである（ǃ 1998� 269）。例

(27)、例(28)では、đȻでĕったȆŪが記叙文のȵȍにɈ当する。ªė人日Ƥɋ学Ț者

は、作文 B のÛĳを、出来事の叙述により何らかの意Ėを¾>るものであるとäƍしたこ

とが分かる。最Ȑ文が作者の意見であることは読fûられているが、それが¬たるÛĳで

あるとはȜ>られていない。意見文として見ると、ǌĎʇɠでの出来事は意見に対する論

ųであり、õなる出来事の記述ではないが、そのようなŷ>方をする回答は見られなかっ

た。もっとも、作文 B を議論文ととら>、論点�論ųがあるとfなす回答もĹ数ながらあ

ったので、ªė人日Ƥɋ学Ț者のɽでも、論ųや論Ʉの認定については、¡定のŅがある

とȜ>られる。 

 

上記の結果から、õに意見を述べるPDではなく、その意見がƹしいという5議論」（上

述）をすることが、議論文にとってɹȵであるという認ɕを見出すことができる。それƇ、

そうしたȵȍがŁȮなタイプの意見文は、議論文とは見なされないÐĆがあるということ

になる。 

 

8.  eeととめめとと´́œœののɐɐʑʑ  

ɑƫの結果、5意見文ʝ議論文」という認ɕは、意見文に対する認ɕの¡ɴをとら>たも

のであり、ıʃには意見文におDる5意見」と議論文の5議論」には明ǳなĿǥがあり、

œ者においてはƜきūの見方�観点�論ųやǗ定の表現方法がŘʌとされていることが明

らかになった。¡方、学Ț者Í4人の認ɕにおいては5議論」の認定にŅが見られること

も示された。ªė人日Ƥɋ学Ț者に対する意見文のƈȡにおいては、5議論文」ではなく

5意見文」であることを明ǳにした上で、学Ț者自ɟの認ɕをȜŦして指ķにあたること

が、日Ƥɋをƽɋとする人から見てɯČŤのない作文をȚŔする上でŘȵな点と思われる。 

 

ɑƫ 1 にɾしては、提案Ě意見を含めた 3 ǻ類の意見文をäåしてもらった方が、より明

ǳな結果が出たかもǱれない。eた、ɑƫ 1 の回答とɑƫ 2A�2B のäåのǭɾɾÊなど

については、´œのɐʑとする。 
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